20130524版
福島再生可能エネルギー研究開発拠点
「被災地企業の技術シーズ評価プログラム」に係る
平成25年度評価テーマ公募要領
性能評価の申請締切: 平成25年6月24日
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平成25年5月24日
独立行政法人産業技術総合研究所（以下、「産総研」という。）では、福島再生可能エネルギー研究開発拠点「被災地企業の技術シーズ評価プログラム」の公募を以下の通り行います。
1． 事業の目的
平成25年度に福島県内に整備される産総研再生可能エネルギー研究開発拠点等を活用し、東日本大震災により被災した岩手県、宮城県、福島県に所在する企業が開発した再生可能エネルギーに関連した技術シーズに対する性能評価を産総研が経費を負担して実施し、その成果の当該企業への移転を通じて、被災地域における新たな産業の創出を支援します。なお、本事業から企業等へ研究資金は提供されません。
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図1. 事業スキーム
2．応募要領
（１）募集課題
以下に示した技術に関連し、市場において新規性・優位性を持つ被災地（岩手県、宮城県、福島県の3県）企業の技術シーズを、産総研が客観的に優位性・信頼性などを評価し、その結果を基に販路開拓を目指す企業を対象に、課題を募集します。
【太陽光発電分野】(施工法を除く)
○結晶シリコン型太陽電池モジュールの製造技術
○結晶シリコン型太陽電池の性能向上に資する材料技術
○太陽光発電システムの故障診断・モニタリング技術
【風力発電分野】
○風況測定、アセスメント技術の高度化技術
【熱利用分野】
○地熱調査井の性能評価・モニタリング技術
○地中熱利用に係る高度化技術
○蓄熱利用システムの高度化技術
（２）実施体制
産総研研究者が、採択された企業との共同研究として評価を実施します。必要があれば、他の企業（被災地（岩手県、宮城県、福島県の3県）以外に所在する企業を含む）や公的研究機関(大学、国立研究所、独立行政法人、公設試等)を加えることが可能です。
（３）採択予定件数: 10件程度
（４）実施期間
採択から1年間とします。2年目以降も継続して実施を希望する場合は、2年目の公募に対して発展・継続的内容で新たに応募することが可能です(最長2年間を限度)。
（５）応募資格
研究拠点・生産拠点が被災地（岩手県、宮城県、福島県の3県）に立地する企業(＊)で、産総研が公募する課題に関連した技術シーズを有し、この技術シーズに対する性能評価により技術や製品の優位性や信頼性を実証して、販路開拓を目指すもの。
＊被災地（岩手県、宮城県、福島県の3県）へ進出する具体的な計画を持ち、本プログラムの研究成果を基にした事業を展開することで、復興地域において将来の経済波及効果が期待される企業を含みます。
（６）共同研究契約の締結
採択決定後概ね１ヶ月以内に産総研の規程に則り共同研究契約を締結していただきます。この際、産総研研究者と合意した実施内容案あるいは審査委員会による付帯条件に基づき、申請内容からの変更・修正を行う場合があります。 
（７）予算について
本事業から申請企業や公的研究機関へ研究資金は提供されません。企業が開発した技術シーズについて産総研が実施する評価の経費は産総研が負担します。
３．応募方法
本事業の応募から採択までは、図2の流れになります。企業からの性能評価の申請の後、産総研のコーディネート担当による研究者とのマッチング、実施内容案の策定、それに基づくテーマの審査が行われます。
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図2. 採択までの流れ
（１）性能評価申請書について
本公募要領の末尾に示す応募様式により、評価申請書を作成してください。申請書には技術シーズの概要、産総研に依頼したい評価内容などを分かり易く記載してください。
※本公募要領による応募様式(MS-Word形式)は下記産総研Webページに掲載します。（http://www.aist.go.jp/aist_j/collab/fukuseihyo/index.html）
（２）申請書類の提出期限及び提出先
申請書類一式は、A4版に印刷したもの（下記部数）と、技術シーズ性能評価申請書の電子ファイルをCD-Rに格納したものを、下記提出先まで郵送（もしくは直接持参）してください。なお、提出された書類は返却いたしませんので、ご了承ください。
●評価申請書類一式
・技術シーズ評価申請書
2部 (うち一部はコピー可)
・企業経歴書
2部
・直近の営業報告書（1年分）
2部
●提出先： 

産業技術総合研究所　イノベーション推進本部 産学官連携推進部 産学・地域連携室 
〒305-8568 茨城県つくば市梅園1-1-1 中央第2
 電話: 029-862-6145   Fax: 029-862-6146   e-mail: fukuseihyo-ml@aist.go.jp

●申請書類一式　提出期限: 平成25年6月24日 
（３）申請書の受理及び申請書に不備があった場合の措置
申請書を受理した場合は、申請書受理票を申請者に発行いたします。なお、応募資格を有しない者の評価申請はマッチングの対象となりません。
（４）コーディネート担当による研究者とのマッチング
申請書の内容を受け、コーディネート担当が、研究者との調整を行います。申込の内容によっては、産総研研究者とのマッチングが成立しないこともあります。この場合は審査対象となりませんのでご了承ください。マッチングが不成立の際は7月中旬までに産総研からご連絡いたします。
（５）実施内容案の確定
選定された産総研研究者及びコーディネート担当と共に、7月24日までに実施内容案を確定して頂きます。これに基づく実施計画書を、産総研研究者が事務局宛に提出します。
（６）秘密の保持
申請書類一式は本事業の採択審査のためにのみ用い、産総研において厳重に管理・破棄いたします。ご提供いただいた個人情報は、上記の目的以外で利用することはありません (ただし、法令等により提供を求められた場合を除きます)。
4．審査について
（１）審査の方法
審査は、産総研に設置される審査委員会が、後述の審査基準(4. (2))に基づいて行います。
審査の過程においてヒアリングが必要な案件については、応募者(産総研研究者、企業等)からのヒアリングを実施します。日時、場所等は事務局から通知します。また、必要に応じて資料の追加等をお願いする場合もあります。
なお、審査は非公開で行われ、審査の経過等、審査状況に関する問い合わせには応じられませんのでご了承下さい。
（２）審査基準
審査は、下記の観点から行います。
1. 当該技術シーズの市場における新規性・優位性
2. 当該技術シーズのビジネスプラン、知財戦略(あれば関連特許)等。特に海外展開の可能性を重視する。
3. 当該技術シーズを実用化するために、適切な評価課題(含む産総研への依頼内容)を設定しているか
4. 被災地域における新産業・雇用の創出効果。
（３）審査結果の通知について
採択課題の決定後、企業及び産総研研究者に対して採択または不採択の結果を通知します。なお、採択に当たって付帯条件がある場合は採択通知文に明記します。また、審査内容等に関する照会には応じられません。
（４）採択結果の公表
採択案件については、課題名、企業名を産総研ホームページで公表します。
（５）スケジュール（予定）
平成25年5月24日: 公募開始
平成25年6月3日～4日:  公募説明会 (詳細については「6．説明会の開催」参照)

平成25年6月24日: 評価申請締切り
平成25年7月24日: 実施内容案確定
平成25年7月末頃: 審査委員会
平成25年8月上旬: 審査結果通知
二次公募を実施する事があります。
５．研究開発終了後の事業化の調査について
研究開発終了後５年間は、製品化・事業化の進捗状況等、販売実績等についてのフォローアップ調査を行います。
６．説明会の開催
産総研では、下記のとおり説明会を開催し、課題公募に係る内容、申請書類等について説明を行います。説明会への出席は必須ではありません。説明会は日本語で行います。
説明会への出席に当たっては、問い合わせ先メールアドレス(fukuseihyo-ml@aist.go.jp)宛てに、開催地区名、企業名、参加者名を記載して事前登録をお願いします(当日参加も可)。
［説明会の日時及び場所］　
（１）岩手県会場:  岩手県工業技術センター
平成25年6月3日（月曜日）10時～11時
盛岡市北飯岡2-4-25

http://www.pref.iwate.jp/~kiri/access/accessmao.html
（２）宮城県会場: 産総研東北サテライト
平成25年6月3日（月曜日）14時～15時
仙台市青葉区一番町4-7-17 小田急仙台ビル３階
http://unit.aist.go.jp/tohoku/asist/index.html

（３）郡山市会場: 福島県ハイテクプラザ 3階会議室
平成25年6月4日（火曜日）10時～11時
福島県郡山市待池台1丁目12番地

http://www4.pref.fukushima.jp/hightech/access.html
（４）いわき市会場: いわき産業創造館 会議室1
平成25年6月4日（火曜日）15時～16時
いわき市平字田町１２０番地 LATOV６階
http://www.iwaki-sansoukan.com/map.htm
７. 問い合わせ
本事業の内容等に関する質問等に関しては、電話、メール、ファックス等により、下記にて受け付けます（連絡先を必ず明示して下さい）。なお、審査の経過、他の申請者に関する事項等についてはお答えできません。
問い合わせ先(事業事務局)
産業技術総合研究所　イノベーション推進本部 産学官連携推進部 産学・地域連携室 大塚、後藤
〒305-8568 茨城県つくば市梅園1-1-1 中央第2
 電話: 029-862-6145   Fax: 029-862-6146   e-mail: fukuseihyo-ml@aist.go.jp

以上
福島再生可能エネルギー研究開発拠点「被災地企業の技術シーズ評価プログラム」
※紙幅が足りない場合は、適宜様式を編集してご記入下さい。申請書本体で6ページ以内としてください。
　　　　　※青字斜体の注意書きについては、削除して下さい。
　独立行政法人　産業技術総合研究所　宛
企業技術シーズ評価申請書
受付番号: ※記入しないで下さい。
申請者情報 関連した研究開発に参加する法人(企業、大学)がある場合は、別紙にご記入ください。

法人名: 
代表者役職: 
代表者氏名: 氏名 押印
所在地: 
被災地（岩手県、宮城県、福島県の3県）との関連: 研究拠点・生産拠点の所在地や進出予定場所・時期等。
ホームページURL: 
設立年月日: 年　　月　　日
資本金: 円
従業員数: 人
主要業務の内容・実績: 
関連会社等: 
本申請連絡担当者: 所属、氏名、電話番号、電子メール
内容: 
1. 評価課題名:
2. 当該技術シーズまたは当該技術シーズを使った製品等の概要:　 用途、特徴等
3. 当該技術シーズの市場における新規性・優位性:
4. 技術シーズの開発経緯:国や県のプロジェクト等、公的研究資金の活用歴や、大学・公的研究機関・企業との共同研究歴等があれば記載下さい。
5. 当該技術シーズの事業化ビジネスプラン、関連特許等:
6. 当該技術シーズを実用化するために、産総研に依頼したい評価の内容:
7. 被災地域における新産業・雇用の創出効果: 市場規模、シェア、雇用規模、等
その他: 本制度に申請する研究テーマ(産総研が実施する評価)を他の提案公募制度に重複して応募していれば制度、テーマ名および簡単な内容を記入。
(企業技術シーズ評価申請書別紙) 関連した研究開発に参加する法人(企業、大学)がある場合に、以下にご記入ください。複数ある場合は、法人毎に各項目を記載してください。
法人名: 
代表者役職: 
代表者氏名: 氏名
所在地: 
被災地（岩手県、宮城県、福島県の3県）との関連: 研究拠点・生産拠点の所在地や進出予定場所・時期等。必須ではありません。
ホームページURL: 
設立年月日: 年　　月　　日
資本金: 円
従業員数: 人
主要業務の内容・実績: 
関連会社等: 
本申請連絡担当者: 所属、氏名、電話番号、電子メール
8

